
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音読は，言葉のまとまりを意識してすらすら読むことができている。しかし，平仮名の書きに関 

しては，文章を書くときに平仮名を忘れている場面があるので，繰り返し復習が必要である。 

・文章問題を解く経験が少ないため，物語や質問を自分で読んで答えることが難しい傾向にある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・音読用のスキルを活用して，短い文を繰り返し読み，言葉のまとまりを意識して音読ができるように

している。 

・平仮名の定着を図るために，授業の導入やベーシックタイム，宿題等で繰り返し復習を行っている。 

・物語を繰り返し読んだり，動作化したりして物語の世界に入っていけるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①授業の導入やベーシックタイムで平仮名の復習を

行い，書き順や五十音の書きを定着させる。 

②挿絵から想像したり，動作化したりして，楽しみな

がらお話の内容を理解できるようにしていく。ま

た，読み聞かせをするなどして多くの関連図書に

触れられるようにしていく。 

＜検証方法＞ 

❶２学期末の期末テストや，豆テストでの正答率 

 

❷物語文のまとめテストで，問われていることを理

解し，問いに合う答えを見付けて書くことができ

ているか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・繰り返し練習を行ったことで，平仮名・片仮名・漢

字をスムーズに読み書きできるようになった。 

・登場人物になりきって動作化を行ったことで，お

話の様子を想像することができるようになった。 

＜課題＞ 

・書き順を正しく覚えられなかったり，書字が乱れ

たりする。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・書字の際には，姿勢・鉛筆の持ち方だけではなく，

「とめ・はね・はらい」や形を意識して，常に丁寧

に文字を書くことを指導していく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分の考えを文章や発表で表現できる児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・10までのたし算・ひき算の計算問題はブロックや指を使わずに解くことができでいるが，文章問題 

になると，問われていることやヒントの言葉が見付けられずに手が止まってしまう。 

・文章問題で，二つの答えを書く問題でも，何を書けばよいのか分からなくなってしまう場面がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・具体物を活用したり，ヒントとなる大切な言葉を見付けられるようにしたりしている。 

・既習事項を思い出させて，新しい学習につながっていることを理解させる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

① 文章から図にしたり，ヒントとなる言葉に印を付

けたりする。 

 

②タブレットを活用して繰り返し復習を行い，学習

の定着を図る。 

 

＜検証方法＞ 

❶２学期末の学期末テストで，自分で問題文章の問

われていることを理解し，問いに合った式や答え

が書くことができているか。 

❷２学期末の期末テストや，豆テストでの正答率 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・文章問題に取り組む際に，繰り返しヒントの言葉

を探すように声を掛けたことで，自分の力で問題

に取り組めるようになった。 

・タブレットを活用して復習を行ったことで，既習

内容も概ね定着した。 

 

＜課題＞ 

・急いで問題に取り組んだり，見直しを丁寧に行っ

ていなかったりする姿が見られることがあった。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・文章問題に取り組む際に，文章を読み上げたり，図

に描いたりすると理解ができることが多かった。

問われていることについて，自分でヒントの言葉

を見つけたり，図を書けるようになったりする。 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 何を問われているのか想像しながら考えることができる児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 生活科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・生き物の観察において，観察したことを記録することに抵抗感をもつ児童が多い。観察した事柄を自

分の言葉で記録する力を養うことにおいて，改善が図られるとよいと考えられる。  

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・「大きさ」「形」「におい」「触り心地」など，具体的観察の視点から児童に問いかけ，児童が問いかけ

に答えた言葉をそのまま観察カードに書くよう声掛けをすることで，観察した事柄を自分の言葉で

書けるようにする。  

・写真や動画を撮影することで，その場で書けなくても，後から児童が自分のペースで考えながら書く

ことができるようにする。  

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①観察カード作成時における，指導の改善 

 

 

 

＜検証方法＞ 

❶作成した観察カードの評価  

 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・具体的に観察の視点を与えたことで，徐々に自分

の言葉で見付けたことを記録できるようになっ

た。 

 

＜課題＞ 

・事実と感想を分けて書くことが難しい。 

 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・事実と感想を分けて書くことができるようになる。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 事実と感想を分けて記録をすることができる児童 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・どの児童も，意欲的に学習に取り組んでいる。 

・歌唱の際は体を大きく動かしながら歌い，リズムや曲想を感じ取ることができる。 

・「学習のめあて」に対するイメージをすることが難しく，楽しむことに終始しようとする言動がみら

れることがある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・帯活動として，リズムに合わせて楽器を自由に触れる時間を設定し，楽器の扱い方や音の出し方，鳴

り方を体験的に理解できるようにする。 

・歌唱や器楽の演奏は，範唱や範奏を何度も繰り返し，自然と覚えられるようにする。 

・児童の興味関心に合わせてレパートリーを決定し，蓄積していく「うたのほん」を作り，意欲的に学

習に取り組めるようにする。 

・「学習のめあて」は絵図を用いて可視化したり，動作化したり，単元時間分を常時掲載したりするこ

とで，学習の見通しをもてるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「学習のめあて」の提示方法を工夫する。 

 

②個別指導を通して，児童の疑問点を解消する。 

 

＜検証方法＞ 

❶❷年２回実施される授業評価アンケートの実施 

内容を分析 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・授業評価アンケートでは，全児童が全項目で肯定

的な評価を付けていた。特に個別指導の徹底によ

り，児童の思考力や表現力が大きく成長した。 

 

 

＜課題＞ 

・学習への見通しをもち，計画的に取り組むこと。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・学習を楽しみながら取り組むことで，学習内容の

確実な定着が期待できる。 

 

・単元ごとに，学習に対して見通しをもって取り組

むことができるようにする。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 学習への見通しをもち，自ら計画したり工夫したりことができる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・全員図工が大好きで，図工の授業に意欲的に参加している。しかし，紙を破いて偶然できた形から発 

想を広げて自分の表現につなげる題材など抽象的な表現の題材では，ねらいを理解して活動できた 

児童が少なかった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・本時のねらいを明確にしてから，作業に取り組ませている。 

・自由な表現や造形遊びを多く取り入れ，自由な表現を称賛して自信をもたせる機会を多く設けてい

る。 また，教室だけでなく，廊下や中庭，校庭などの母島小中学校の環境を活かすことで，創造的

につくったり表したりできるようにしている。 

・材料を十分に用意することで，創造力を働かせてつくったり表したりできるようにする。  

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①本時のねらいに沿って活動できたか自分で振り返

る時間を作る。  

②自由な表現への自信を高められるような活動や評

価の工夫をする。  

 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートまたはタブレットでの振り返りの記

述 

❷２学期末までには，自分の表現に自信をもち，自由

な表現を楽しめるようになったか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・タブレットを活用して振り返りを行ったことで，

本時のねらいを意識して活動に取り組めるように

なった。 

・児童の活動の様子や振り返りに対して，教師側か

らコメントを書いていったことで，自分の表現の

自信を高めることができていた。 

 

＜課題＞ 

・クレパスや絵の具で紙からはみ出さずに丁寧に塗

ることができているが，はさみで紙を切ることや

のりの使い方の理解が不十分である。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・引き続きクレパスや絵の具で丁寧に塗ることを続

け，はさみやのりの使い方をしっかり身に付ける。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 はさみやのりを正しく安全に使い，よりよい作品をつくろうとする児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第１学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・ゲーム遊びなどで，複数のチームやグループを作ることが難しく，多様な活動や作戦，考えが出にく

いこと。 

・体力の個人差が大きい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和４年度は未就学児のため，記載なし。 

 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・２年生と合同の体育としてできるだけ人数を増やしている。  

・グループでの運動の機会をゲーム遊びだけでなく，器械運動系の遊びや，体づくり系の遊びでも取り

入れ，チームでの取り組みや，協働学習の機会をできるだけ増やしている。  

・全員ができたことを実感できるようにスモールステップで指導している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①様々な単元，種目でチーム学習や協働学習を取

り入れ，多様な考え方，取り組み方に触れられ

るようにしている。  

②少しずつ活動量を増やしていき，体力向上を目

指す。 

 

＜検証方法＞ 

❶３学期のボール蹴り遊びでは，１学年児童から

も積極的に作戦を出し，話し合いながら取り組

めるようになったか。  

❷来年度の体力テストの結果 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・友達の動きを見て，良いところを取り入れながら

運動することができていた。 

・始めはできなかったことも，何度も練習してでき

るようになった。 

 

＜課題＞ 

・能力差があったり，学年によって同じようにはで

きなかったりすることがあった。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・個々のレベルに合った様々な場の設定を行う。 

 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 友達と仲良く楽しんで活動して，自分の運動能力を伸ばす児童 

 

 


